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解
題

　

藪 

明
山
（
一
八
五
三
〜
一
九
三
四
）
は
、
明
治
期
の
薩
摩
焼
を
代
表
す
る
作
家
の

ひ
と
り
と
し
て
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
の
明
山
の
工
房
運
営
の
在
り
方

あ
る
い
は
上
絵
付
の
技
法
に
つ
い
て
は
未
だ
未
解
明
な
部
分
が
多
い
。
そ
こ
で
、
今
後
、

明
山
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、「
明
山
藪
政
七
履
歴
書
」（
大
阪
歴
史
博
物
館

蔵
、
以
下
「
明
山
履
歴
」
と
呼
ぶ
）
の
内
容
を
翻
刻
し
た
。

　

明
山
の
履
歴
は
二
種
現
存
し
、
一
種
が
「
明
山
履
歴
」、
そ
し
て
も
う
一
種
が
明
山

没
後
に
後
継
者
の
藪 

恒
夫
（
一
八
六
八
〜
一
九
四
一
）
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
「（
故
）

藪 

明
山
事
業
略
歴
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
、
以
下
「
事
業
略
歴
」
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。

「
明
山
履
歴
」
は
罫
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
墨
で
縦
書
と
し
、
各
行
の
上
段
に
年
月
日
を
、

下
段
に
履
歴
を
記
載
し
た
も
の
を
紙
縒
り
で
綴
っ
た
一
冊
で
、
巻
末
に
は
光
栄
録
が
付

属
す
る
。

　

藪 

明
山
は
、
本
名
を
政ま
さ
七し
ち
と
い
い
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
月
二
十
日
、
大
坂
・

長
堀
で
生
ま
れ
た
。
祖
父
は
淡
路
島
の
福
良
（
現
在
の
南
あ
わ
じ
市
福
良
地
区
）
出
身

で
、
儒
学
者
・
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
藪 

鶴
堂
（
一
七
七
三
〜
一
八
四
九
）、
父
は

山
水
画
・
花
鳥
画
の
ほ
か
人
物
画
な
ど
多
彩
な
作
品
で
知
ら
れ
る
画
家
･
藪 

長
水

（
一
八
一
四
〜
一
八
六
七
）
と
い
う
、
文
芸
や
絵
画
に
関
わ
り
の
深
い
家
の
次
男
と
し

て
出
生
し
た
。「
明
山
履
歴
」
に
よ
れ
ば
、
明
山
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
、

祖
父
・
鶴
堂
の
生
家
で
あ
る
藪
助
左
衛
門
家
の
継
嗣
と
な
り
淡
路
島
へ
と
渡
っ
た
。
福

良
で
は
、
万
延
二
年
か
ら
慶
応
元
年
ま
で
（
一
八
六
一
〜
一
八
六
五
）
の
五
年
間
、
真

光
寺
の
住
職
か
ら
習
字
や
読
書
を
学
び
、
続
い
て
十
三
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
（
一
八
六
六

〜
一
八
六
八
カ
）
洲
本
の
士
族
・
田
所
篤
郎
と
い
う
人
物
に
就
い
て
漢
学
と
美
術
を
学

ん
だ
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
十
五
歳
の
時
に
福
良
で
明
治
を
迎
え
た
明
山
は
、
明
治
元

年
（
一
八
六
八
）
に
は
「
商
業
実
地
研
究
ニ
従
事
ス
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
大
阪
へ

と
居
を
移
し
た
（「
明
山
履
歴
」「
事
業
略
歴
」。「
事
業
略
歴
」
に
「
大
阪
ニ
来
リ
実
業

ニ
従
事
ス
」
と
あ
る
）。「
其
後
感
ズ
ル
所
」（「
事
業
略
歴
」）
が
あ
り
、
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
）
四
月
か
ら
十
月
の
半
年
に
わ
た
り
、
東
京
で
「
陶
器
描
画
法
」
を
研
究

し
て
帰
阪
、
大
阪
北
区
中
之
島
二
丁
目
に
「
陶
器
描
画
場
」
を
開
設
し
営
業
を
創
め
た

（「
明
山
履
歴
」「
事
業
略
歴
」）。
明
山
二
十
七
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
は
着

実
に
拡
大
し
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
明
山
三
十
五
歳
の
頃
に
な
る
と
工
場

が
狭
隘
と
な
っ
た
た
め
同
じ
大
阪
市
北
区
の
堂
島
中
二
丁
目
に
移
転
し
、
直
接
海
外
へ
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の
販
売
を
開
始
（「
明
山
履
歴
」「
事
業
略
歴
」）
し
、
以
後
、
内
国
勧
業
博
覧
会
や
国

内
外
の
博
覧
会
に
本
格
参
入
す
る
こ
と
で
そ
の
名
声
を
高
め
、
自
身
の
薩
摩
焼
上
絵
付

工
房
の
経
営
を
成
功
に
導
い
た
。

凡
例

一
、
本
翻
刻
は
「
明
山
藪
政
七
履
歴
書
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
）
に
基
づ
い
て
い
る
。

二
、
頁
数
の
記
載
は
な
い
た
め
、
表
紙
、
裏
表
紙
以
外
の
丁
数
に
つ
い
て
は
【　

】
内

に
次
の
よ
う
に
示
し
た
。

（
例
）
一
丁
表
の
場
合
【
1
オ
】、
一
丁
裏
の
場
合
【
1
ウ
】

三
、
翻
刻
で
は
、
利
用
の
便
の
た
め
に
元
号
に
続
い
て
（　

）
内
に
西
暦
を
併
記
し
た

が
、
原
史
料
に
は
記
載
が
な
い
。
履
歴
お
よ
び
光
栄
録
の
記
載
行
の
冒
頭
に
は
「
一
」

を
記
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
す
べ
て
省
略
し
た
。
意
味
の
改
編
と
な
ら
な
い
範

囲
内
で
、
適
宜
改
行
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

四
、
原
文
は
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
は
、
新
字
体
を
用
い
、
常

用
漢
字
を
使
用
し
た
。
異
体
字
、
俗
字
、
略
字
は
、
で
き
る
限
り
使
用
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
地
名
・
人
名
等
の
固
有
名
詞
は
原
文
に
依
っ
た
。
台
頭
は
省
略
し
た
。

五
、
明
山
が
慣
用
的
に
使
用
し
た
宛
字
や
誤
字
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
特
に
意
味
の
理

解
が
難
し
い
箇
所
に
は
（　

）
内
に
解
釈
を
お
こ
な
っ
た
。

四
、
原
史
料
に
抹
消
が
あ
る
箇
所
は
削
除
し
た
。

五
、
年
表
の
末
尾
に
、
藪
明
山
な
ら
び
に
恒
夫
の
没
年
等
を
追
記
し
、
そ
の
旨
を
記
し

た
。
追
記
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
字
体
を
変
更
し
て
い
る
。

写真①　藪 政七 肖像写真（大阪歴史博物館蔵）
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 ﹇
表
紙
﹈

明
山　

藪
政
七
履
歴
書

【
1
オ
】

　
　
　
　

履
歴

　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府
大
阪
市
北
区
堂
島
中
二
丁
目
四
十
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藪　

政
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
六
年
丑
ノ
正
月
二
十
日
生
（
一
八
五
三
）

父　

大
阪
長
堀
住
藪
長
水
ノ
次
男
ニ
生
ル

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

 

淡
路
島
三
原
郡
福
良
町
本
家
藪
助
左
衛
門
ノ
嗣
子
ト
ナ
ル

万
延
二
年
ヨ
リ
慶
応
元
年
五
ヶ
年
（
一
八
六
一
〜
一
八
六
五
）
間

 

同
町
真
光
寺
住
職
ニ
習
字
読
書
ヲ
学
ブ

拾
三
歳
ヨ
リ
拾
五
歳
迄
（
一
八
六
六
〜
一
八
六
八
）

 

洲
本
町
士
族
田
所
篤
郎
氏
ニ
就
キ
漢
学
美
術
ヲ
学
ブ

明
治
元
年
ヨ
リ
（
一
八
六
八
〜
）

 

商
業
実
地
研
究
ニ
従
事
ス

明
治
十
三
年
四
月
（
一
八
八
〇
）

 

東
京
ニ
於
テ
陶
器
描
画
ヲ
研
究
ス

【
1
ウ
】

明
治
十
三
年
十
月
（
一
八
八
〇
）

 

大
阪
北
区
中
之
島
二
丁
目
ニ
於
テ
陶
器
描
画
場
ヲ
開
キ
営
業
創
ム

明
治
二
十
一
年 

（
一
八
八
八
）

 
北
区
堂
島
中
弐
丁
目
転
居
直
接
海
外
人
ニ
販
売
ヲ
始
ム

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

写真③
「明山藪政七履歴書」冒頭部分（一丁表）

（大阪歴史博物館蔵）

写真②
「明山藪政七履歴書」表紙
（大阪歴史博物館蔵）
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北
区
中
之
島
組
合
七
伍
長
申
付
ラ
ル

明
治
十
八
年
九
月
（
一
八
八
五
）

 
北
区
中
之
島
衛
生
組
長
申
付
ラ
ル

明
治
二
十
三
年
九
月
（
一
八
九
〇
）

 

北
区
堂
島
中
二
丁
目
衛
生
組
長
ニ
嘱
託
セ
ラ
ル

明
治
二
十
四
年
十
一
月
（
一
八
九
一
）

 

大
阪
府
ヨ
リ
臨
時
博
覧
会
事
務
委
員
嘱
託
セ
ラ
ル

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

 

米
国
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
理
事
ニ
推
選
セ
ラ
ル

明
治
二
十
六
年
三
月
（
一
八
九
三
）

 

日
本
美
術
協
会
大
阪
支
部
美
術
品
展
覧
会
審
査
員
嘱
託
セ
ラ
ル

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

 

全
国
実
業
団
体
協
議
会
特
別
会
員
ニ
推
選
セ
ラ
ル

明
治
二
十
七
年
四
月
（
一
八
九
四
）

 

京
都
市
開
催
全
国
五
種
大
会
委
員
嘱
託
セ
ラ
ル

【
2
オ
】

明
治
二
十
七
年
六
月
（
一
八
九
四
）

 

全
国
五
二
会
大
阪
支
部
理
事
ニ
推
選

明
治
二
十
七
年
七
月
（
一
八
九
四
）

 

米
国
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
残
務
委
員
ニ
推
選

明
治
二
十
七
年
八
月
（
一
八
九
四
）

 

日
本
美
術
協
会
大
阪
支
部
奨
励
員
ニ
推
選

明
治
二
十
七
年
八
月
（
一
八
九
四
）

 

大
阪
北
区
市
会
議
員
選
挙
掛
ニ
推
選

明
治
二
十
七
年
十
二
月
（
一
八
九
四
）

 

大
阪
北
区
軍
事
協
会
幹
事
嘱
託

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

 

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
官
ヲ
拝
命

 

明
治
天
皇
陛
下
同
博
覧
会
御
臨
幸
ノ
際
拝
謁
ノ
栄
ヲ
賜
フ

明
治
二
十
九
年
三
月
（
一
八
九
六
）

 

大
阪
東
成
郡
製
産
品
評
会
審
査
員
嘱
託

明
治
二
十
九
年
三
月
（
一
八
九
六
）

 

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
事
務
勉
励
ニ
ヨ
リ
銀
盃
授
与

明
治
三
十
年
一
月
（
一
八
九
七
）

 

日
本
美
術
協
会
大
阪
支
部
技
芸
員
嘱
託

【
2
ウ
】

明
治
三
十
年
五
月
（
一
八
九
七
）

 

京
都
創
設
廿
五
年
記
念
博
覧
会
審
査
員
嘱
託

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

 

五
二
会
大
阪
本
部
理
事
特
選

明
治
三
十
一
年
二
月
（
一
八
九
八
）

 

仏
国
巴
里
万
国
博
覧
会
大
阪
出
品
同
盟
会
商
議
員
幹
事
ニ
推
選

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

 
大
阪
商
品
研
究
会
幹
事
ニ
推
選

明
治
三
十
一
年
四
月
（
一
八
九
八
）

 

第
二
回
五
二
会
全
国
品
評
会
評
議
員
ニ
特
選
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明
治
三
十
一
年
四
月
（
一
八
九
八
）

 

右
品
評
会
名
誉
審
査
員
嘱
託
及
審
査
幹
事
嘱
託

明
治
三
十
二
年
一
月
（
一
八
九
九
）

 
大
阪
商
業
会
議
所
議
員
ニ
選
挙

明
治
三
十
二
年
二
月
（
一
八
九
九
）

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
期
成
同
盟
会
幹
事
嘱
託

明
治
三
十
二
年
二
月
（
一
八
九
九
）

 

仏
国
巴
里
万
国
博
覧
会
出
品
聯
合
協
会
商
議
員
ニ
特
選

明
治
三
十
二
年
二
月
（
一
八
九
九
）

 

大
日
本
塩
業
協
会
総
裁
宮
殿
下
ヨ
リ
塩
業
大
会
商
議
員
命
セ
ラ
ル

【
3
オ
】

明
治
三
十
二
年
三
月
（
一
八
九
九
）

 

日
本
美
術
協
会
総
裁
宮
殿
下
ヨ
リ
共
進
会
発
起
人
命
セ
ラ
ル

明
治
三
十
二
年
四
月
（
一
八
九
九
）

 

全
国
意
匠
工
芸
博
覧
会
審
査
員
嘱
託

明
治
三
十
二
年
九
月
（
一
八
九
九
）

 

仏
国
巴
里
万
国
博
覧
会
出
品
同
盟
会
ヨ
リ
仏
国
ヘ
派
遣
員
ニ
選
挙
セ
ラ
ル

 

三
十
四
年
一
月
帰
朝
ス

明
治
三
十
二
年
十
二
月
（
一
八
九
九
）

 

堂
島
尋
常
小
学
校
新
築
ニ
際
シ
其
功
績
ニ
ヨ
リ
区
会
ヨ
リ
銀
盃
贈
呈

明
治
三
十
三
年
一
月
（
一
九
〇
〇
）

 

大
阪
製
産
品
評
会
評
議
員
嘱
託

明
治
三
十
三
年
四
月
（
一
九
〇
〇
）

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
協
賛
会
常
議
員
及
幹
事
ニ
推
選

明
治
三
十
四
年
三
月
（
一
九
〇
一
）

 

全
国
窯
業
共
進
会
出
品
委
員
嘱
託

明
治
三
十
四
年
八
月
（
一
九
〇
一
）

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
協
賛
理
事
嘱
託

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

 

北
区
堂
島
尋
常
小
学
校
学
務
委
員
ニ
選
挙

【
3
ウ
】

明
治
三
十
四
年
九
月
（
一
九
〇
一
）

 

京
都
市
主
催
内
国
製
産
品
共
進
会
高
級
審
査
員
嘱
託

明
治
三
十
四
年
九
月
（
一
九
〇
一
）

 

仏
国
巴
里
万
国
博
覧
会
出
品
聯
合
協
会
ヨ
リ
記
念
銀
盃
贈
与

明
治
三
十
四
年
十
二
月
（
一
九
〇
一
）

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
常
置
委
員
ニ
推
選

明
治
三
十
五
年
一
月
（
一
九
〇
二
）

 

北
区
堂
島
浜
通
外
十
三
ヶ
町
区
会
議
長
ニ
選
挙
セ
ラ
ル

明
治
三
十
五
年
四
月
（
一
九
〇
二
）

 

大
阪
府
ヨ
リ
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
奨
励
委
員
嘱
託

明
治
三
十
五
年
六
月
（
一
九
〇
二
）

 

北
区
野
田
町
外
九
十
三
ヶ
町
高
等
小
学
校
公
民
選
出
学
務
委
員
ニ

 
選
挙
セ
ラ
ル

明
治
三
十
五
年
八
月
（
一
九
〇
二
）

 

関
西
美
術
協
会
幹
事
嘱
託
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明
治
三
十
五
年
十
月
（
一
九
〇
二
）

 

大
阪
府
ヨ
リ
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
取
扱
手
当
ト
シ
テ

 
金
貨
給
与
セ
ラ
ル

明
治
三
十
六
年
二
月
（
一
九
〇
三
）

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
陳
列
委
員
長
ニ
推
選
セ
ラ
ル

明
治
三
十
六
年
三
月
（
一
九
〇
三
）

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
ヨ
リ
審
査
嘱
託
ヲ
命
セ
ラ
ル

【
4
オ
】

明
治
三
十
六
年
三
月
五
日
（
一
九
〇
三
）

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
協
賛
会
長
ヨ
リ
三
等
功
労
章
贈
与

明
治
三
十
六
年
五
月
（
一
九
〇
三
）

 

米
国
聖
路
易
万
国
博
覧
会
大
阪
出
品
同
盟
会
幹
事
嘱
託

明
治
三
十
六
年
三
月
（
一
九
〇
三
）

 

大
阪
府
ヨ
リ
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
特
別
勤
労
ト
シ
テ
金
貨
賞
与

明
治
三
十
六
年
八
月
（
一
九
〇
三
）

 

大
阪
府
ヨ
リ
右
同
断
金
貨
賞
与

明
治
三
十
六
年
八
月
（
一
九
〇
三
）

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
協
賛
会
長
ヨ
リ
功
労
ト
シ
テ
銀
盃
一
個
贈
与

明
治
三
十
六
年
九
月
（
一
九
〇
三
）

 

同
博
覧
会
副
総
裁
清
浦
子
爵
ヨ
リ
審
査
事
務
ニ
付
銀
盃
一
個
贈
与

明
治
三
十
六
年
十
月
二
日
（
一
九
〇
三
）

 

大
阪
実
業
協
会
庶
務
部
長
及
貿
易
部
長
ニ
選
挙

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

 

十
周
年
中
央
実
業
団
体
大
会
幹
事
嘱
託

明
治
三
十
六
年
十
月
廿
七
日
（
一
九
〇
三
）

 

大
阪
市
参
事
会
ヨ
リ
第
五
回
勧
業
博
覧
会
記
念
ト
シ
テ
金
製
メ
ダ
ル
贈
与

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

 

米
国
聖
路
易
万
国
博
覧
会
日
本
出
品
協
会
理
事
ニ
選
挙
セ
ラ
ル

【
4
ウ
】

明
治
三
十
七
年
一
月
（
一
九
〇
四
）

 

米
国
聖
路
易
万
国
博
覧
会
ヘ
派
遣
命
セ
ラ
ル

明
治
三
十
七
年
一
月
（
一
九
〇
四
）

 

右
博
覧
会
出
品
部
主
任
理
事
及
会
計
主
任
来
米
迄
会
計
主
任

 

兼
務
ヲ
命
セ
ラ
ル　

三
十
七
年
十
一
月
帰
朝
ス

明
治
三
十
七
年
三
月
（
一
九
〇
四
）

 

市
長
ヨ
リ
大
阪
市
報
効
会
委
員
嘱
託

明
治
三
十
七
年
四
月
（
一
九
〇
四
）

 

米
国
聖
路
易
万
国
博
覧
会
事
務
局
ヨ
リ
審
査
員
命
セ
ラ
ル

明
治
三
十
八
年
一
月
（
一
九
〇
五
）

 

戦
時
需
要
品
評
会
評
議
員
嘱
託

明
治
三
十
八
年
三
月
（
一
九
〇
五
）

 

聖
路
易
万
国
博
覧
会
大
阪
出
品
同
盟
ヨ
リ
慰
労
ト
シ
テ
金
貨
贈
与

明
治
三
十
八
年
五
月
（
一
九
〇
五
）

 
米
国
波
土
蘭
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
）
博
覧
大
阪
出
品
同
盟
会
顧
問
嘱
託

明
治
三
十
八
年
五
月
（
一
九
〇
五
）

 

大
阪
市
長
ヨ
リ
府
令
ニ
ヨ
リ
堂
島
中
町
衛
生
組
長
ニ
指
定
セ
ラ
ル

226687本文_たて.indd   66226687本文_たて.indd   66 2019/02/06   14:382019/02/06   14:38



（67）

大阪歴史博物館　研究紀要　第17号（2019）

明
治
三
十
九
年
一
月
（
一
九
〇
六
）

 

堂
島
浜
通
外
十
三
ヶ
町
区
会
議
長
再
選
セ
ラ
ル

【
5
オ
】

明
治
三
十
九
年
三
月
（
一
九
〇
六
）

 

大
阪
市
主
催
戦
捷
記
念
博
覧
会
出
品
課
長
嘱
託
セ
ラ
ル

明
治
三
十
九
年
四
月
（
一
九
〇
六
）

 

同
博
覧
会
審
査
員
嘱
託
セ
ラ
ル

明
治
三
十
九
年
四
月
（
一
九
〇
六
）

 

総
裁
松
下
正
義
閣
下
ヨ
リ
東
京
市
主
催
五
二
会
共
進
会
評
議
員
推
選

明
治
三
十
九
年
四
月
（
一
九
〇
六
）

 

日
韓
商
品
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
委
員
嘱
託

明
治
三
十
九
年
五
月
（
一
九
〇
六
）

 

同
博
覧
会
大
阪
出
品
同
盟
会
顧
問
推
選
セ
ラ
ル

明
治
四
十
年
六
月
（
一
九
〇
七
）

 

市
会
議
員
定
期
改
選
ニ
級
選
挙
掛
選
任
セ
ラ
ル

明
治
四
十
年
六
月
（
一
九
〇
七
）

 

財
（
社
）
団
法
人
大
阪
実
業
協
会
役
員
改
選
ニ
際
シ
理
事
再
選

明
治
四
十
年
十
二
月
（
一
九
〇
七
）

 

朝
鮮
京
城
博
覧
会
審
査
員
嘱
託
セ
ラ
ル
同
国
ニ
出
張
ス

明
治
四
十
一
年
三
月
（
一
九
〇
八
）

 

第
二
回
国
製
産
品
評
会
ニ
計
理
長
嘱
託

明
治
四
十
二
年
六
月
（
一
九
〇
九
）

 

日
英
博
覧
会
大
阪
出
品
同
盟
会
理
事
嘱
託
セ
ラ
ル

【
5
ウ
】

明
治
四
十
三
年
一
月
（
一
九
一
〇
）

 

日
英
博
覧
会
大
阪
出
品
同
盟
会
大
阪
出
張
員
ニ
選
挙
セ
ラ
ル
渡
欧
ス

明
治
四
十
三
年
四
月
（
一
九
一
〇
）

 

英
国
ニ
於
テ
中
央
協
会
長
平
山
成
信
君
ヨ
リ
賛
助
員
嘱
託
セ
ラ
ル

明
治
四
十
三
年
七
月
（
一
九
一
〇
）

 

日
英
博
覧
会
事
務
局
ヨ
リ
審
査
補
助
員
嘱
託
セ
ラ
ル
手
当
ト
シ
テ

 

金
貨
給
与
セ
ラ
ル

明
治
四
十
四
年
一
月
（
一
九
一
一
）

 

英
国
ヨ
リ
帰
国
ス

明
治
四
十
四
年
四
月
（
一
九
一
一
）

 

日
英
博
覧
会
中
央
協
会
長
平
山
閣
下
ヨ
リ
勤
労
ト
シ
テ
金
貨
及
記
念
品
贈
与

明
治
四
十
四
年
十
月
（
一
九
一
一
）

 

博
覧
協
会
大
浦
子
爵
ヨ
リ
同
協
会
賛
助
員
嘱
託

明
治
四
十
四
年
六
月
（
一
九
一
一
）

 

大
阪
日
報
社
主
催
納
涼
博
覧
会
相
談
役
嘱
託
セ
ラ
ル

明
治
四
十
四
年
七
月
（
一
九
一
一
）

 

北
区
堂
島
幼
稚
園
新
築
設
備
商
議
員
嘱
託

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

 

北
区
聯
合
区
会
議
長
再
任

大
正
元
年
三
月
（
一
九
一
二
）

 
帝
国
在
郷
軍
人
会
顧
問
ニ
推
選
セ
ラ
ル
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【
6
オ
】

大
正
元
年
十
二
月
（
一
九
一
二
）

 
大
阪
商
工
会
評
議
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
元
年
十
二
月
（
一
九
一
二
）

 

明
治
記
念
拓
殖
博
覧
会
評
議
員
嘱
託

大
正
元
年
十
二
月
（
一
九
一
二
）

 

同
博
覧
会
理
事
嘱
託

大
正
二
年
二
月
（
一
九
一
三
）

 

関
西
教
育
博
覧
会
賛
助
員
推
選
セ
ラ
ル

大
正
二
年
四
月
（
一
九
一
三
）

 

東
京
大
正
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
商
議
員
嘱
託

大
正
二
年
五
月
（
一
九
一
三
）

 

舞
鶴
築
港
記
念
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
委
員
長
ニ
推
選
セ
ラ
ル

大
正
二
年
八
月
（
一
九
一
三
）

 

第
二
回
発
明
品
博
覧
会
理
事
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
二
年
十
月
（
一
九
一
三
）

 

南
洋
ス
マ
ラ
ン
博
覧
会
理
事
及
常
議
員
会
計
主
任
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
二
年
十
二
月
五
日
（
一
九
一
三
）

 

大
阪
府
知
事
ヨ
リ
御
即
位
大
典
ニ
対
シ
衛
生
設
備
ニ
関
ス
ル
地
方
委
員
嘱
託

大
正
二
年
十
二
月
（
一
九
一
三
）

 

大
礼
記
念
大
阪
博
覧
会
幹
事
嘱
託
セ
ラ
ル

【
6
ウ
】

大
正
三
年
二
月
（
一
九
一
四
）

 

神
貿
共
進
会
大
阪
出
品
協
会
評
議
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
三
年
四
月
（
一
九
一
四
）

 

博
覧
協
会
長
大
浦
閣
下
ヨ
リ
南
洋
ス
マ
ラ
ン
出
品
部
委
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
三
年
六
月
（
一
九
一
四
）

 

北
区
教
育
会
評
議
員
ニ
推
選
セ
ラ
ル

大
正
三
年
七
月
（
一
九
一
四
）

 

米
国
桑
港
万
国
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
商
議
員
嘱
託

大
正
三
年
九
月
（
一
九
一
四
）

 

帝
国
在
郷
軍
人
会
堂
島
分
会
組
織
委
員
ニ
推
選
セ
ラ
ル

大
正
三
年
十
月
（
一
九
一
四
）

 

東
京
博
覧
協
会
長
平
山
成
信
君
ヨ
リ
巴
奈
馬
太
平
洋
博
覧
会
評
議
嘱
託

大
正
四
年
三
月
（
一
九
一
五
）

 

社
団
法
人
大
阪
実
業
協
会
役
員
改
選
理
事
ニ
再
選
セ
ラ
ル

大
正
四
年
五
月
（
一
九
一
五
）

 

衛
生
博
覧
会
評
議
員
推
選
セ
ラ
ル

大
正
四
年
五
月
八
日
（
一
九
一
五
）

 

北
区
教
育
会
評
議
員
推
選
セ
ラ
ル

大
正
五
年
三
月
（
一
九
一
六
）

 

台
湾
勧
業
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
評
議
員
嘱
託

【
7
オ
】

大
正
五
年
四
月
一
日
（
一
九
一
六
）

 
徳
川
家
達
公
ヨ
リ
明
治
神
宮
奉
賛
会
大
阪
支
部
委
員
嘱
託

大
正
五
年
九
月
五
日
（
一
九
一
六
）
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関
西
勧
業
博
覧
会
評
議
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

 
北
区
堂
島
聯
合
衛
生
副
組
長
嘱
託

大
正
六
年
十
一
月
（
一
九
一
七
）

 

南
洋
協
会
理
事
嘱
託

大
正
七
年
一
月
（
一
九
一
八
）

 

北
区
野
田
町
外
九
十
三
ヶ
町
区
会
議
員
選
挙
立
会
人
選
任
セ
ラ
ル

大
正
七
年
三
月
（
一
九
一
八
）

 

大
阪
化
学
工
業
博
覧
会
理
事
嘱
託

大
正
八
年
二
月
（
一
九
一
九
）

 

東
京
畜
産
工
芸
博
覧
会
委
員
嘱
託

大
正
八
年
四
月
（
一
九
一
九
）

 

社
団
法
人
大
阪
実
業
協
会
役
員
改
選
ニ
際
シ
理
事
再
選

大
正
八
年
六
月
（
一
九
一
九
）

 

日
本
海
外
発
展
博
覧
会
評
議
員
推
選
セ
ラ
ル

大
正
八
年
九
月
七
日
（
一
九
一
九
）

 

大
阪
新
報
社
主
催
空
中
文
明
博
覧
会
商
議
員
嘱
託

【
7
ウ
】

大
正
八
年
九
月
十
一
日
（
一
九
一
九
）

 

堂
島
聯
合
衛
生
副
組
長
再
選

大
正
八
年
十
月
十
三
日
（
一
九
一
九
）

 

大
阪
市
長
ヨ
リ
大
阪
市
青
年
団
委
員
嘱
託

大
正
八
年
十
一
月
（
一
九
一
九
）

 

大
阪
新
報
社
主
催
空
中
文
明
博
覧
会
ヨ
リ
銀
盃
三
ツ
重
壱
組
贈
与
セ
ラ
ル

大
正
九
年
二
月
十
一
日
（
一
九
二
〇
）

 

大
阪
府
知
事
池
松
時
和
殿
ヨ
リ
実
業
功
績
者
ト
シ
テ
表
彰
金
盃
授
与
セ
ラ
ル

 

表
彰
文　

多
年
実
業
精
励
シ
其
ノ
功
績
顕
著
ナ
リ
ト
ス
仍
テ
本
府
実
業
功
績

者
表
彰
規
程
ニ
依
リ
金
盃
壱
個
ヲ
授
与
ス

大
正
九
年
九
月
（
一
九
二
〇
）

 

堂
島
聯
合
衛
生
組
合
組
長
ニ
選
挙
セ
ラ
ル

大
正
拾
年
六
月
（
一
九
二
一
）

 

東
京
府
主
催
平
和
記
念
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
評
議
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
年
二
月
（
一
九
二
一
）

 

大
阪
府
衛
生
会
主
催
児
童
衛
生
博
覧
会
委
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
一
年
五
月
（
一
九
二
二
）

 

大
阪
市
衛
生
組
合
聯
合
会
評
議
員
選
挙
セ
ラ
ル

【
8
オ
】

大
正
十
一
年
六
月
（
一
九
二
二
）

 

伯
国
独
立
百
年
祭
記
念
博
覧
会
日
本
出
品
協
会
長
ヨ
リ
商
議
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
一
年
十
一
月
（
一
九
二
二
）

 

伯
国
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
顧
問
ニ
推
薦
セ
ラ
ル

大
正
十
一
年
十
一
月
（
一
九
二
二
）

 

建
築
協
会
主
催
住
宅
改
良
博
覧
会
委
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
二
年
四
月
（
一
九
二
三
）

 
第
三
回
発
明
品
博
覧
会
大
阪
出
品
協
会
理
事
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
二
年
四
月
（
一
九
二
三
）
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大
阪
市
美
術
協
会
美
術
会
員
推
薦
セ
ラ
ル

同

 
同
協
会
評
議
員
選
挙
セ
ラ
ル

同
十
二
年
六
月
（
一
九
二
三
）

 

工
芸
文
化
博
覧
会
常
任
相
談
役
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
三
年
一
月
（
一
九
二
四
）

 

大
阪
市
美
術
協
会
第
一
回
定
期
展
覧
会
委
員
依
嘱
セ
ラ
ル

大
正
十
三
年
一
月
十
日
（
一
九
二
四
）

 

同
審
査
員
依
嘱
セ
ラ
ル

【
8
ウ
】

大
正
十
三
年
二
月
（
一
九
二
四
）

 

能
率
展
覧
会
々
長
中
川
望
殿
ヨ
リ
評
議
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
三
年
五
月
七
日
（
一
九
二
四
）

 

堂
島
七
聯
合
衛
生
組
合
組
長
辞
任
セ
シ
ニ
付
更
ニ
同
組
合
顧
問
ニ

 

推
薦
セ
ラ
ル

大
正
十
三
年
九
月
十
三
日
（
一
九
二
四
）

 

大
阪
府
工
芸
協
会
々
長
児
玉
孝
顕
殿
ヨ
リ
理
事
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
四
年
一
月
廿
日
（
一
九
二
五
）

 

大
阪
毎
日
新
聞
社
主
催
大
大
阪
紀
年
展
覧
会
委
員
ニ
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
四
年
五
月
（
一
九
二
五
）

 

大
阪
市
美
術
協
会
第
二
回
展
覧
会
審
査
員
嘱
託
セ
ラ
ル

大
正
十
四
年
六
月
（
一
九
二
五
）

 

東
京
聖
徳
太
子
奉
賛
会
美
術
品
展
覧
会
第
三
部
委
員

大
正
十
四
年
七
月
（
一
九
二
五
）

 

大
阪
市
美
術
協
会
規
則
八
条
ニ
ヨ
リ
幹
事
当
選

大
正
十
四
年
十
一
月
（
一
九
二
五
）

 

姫
路
全
国
産
業
博
覧
会
出
品
常
任
理
事

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

 

東
京
第
二
回
化
学
博
覧
会
評
議
員

大
正
十
五
年
二
月
（
一
九
二
六
）

 

大
阪
衛
生
博
覧
会
委
員

【
9
オ
】

大
正
十
五
年
四
月
（
一
九
二
六
）

 

大
阪
府
工
芸
協
会
第
二
回
展
覧
会
審
査
委
員

大
正
十
五
年
七
月
（
一
九
二
六
）

 

大
阪
府
ヨ
リ
博
覧
会
調
査
幹
事
嘱
託

大
正
十
五
年
八
月
（
一
九
二
六
）

 

大
阪
市
美
術
協
会
第
三
回
審
査
委
員

昭
和
三
年
十
一
月
十
六
日
（
一
九
二
八
）

 

御
大
礼
記
念
章
ヲ
授
与
セ
ラ
ル

同　
　
　

同
（
一
九
二
八
）

 

御
大
饗
第
一
日
ノ
儀
行
ハ
セ
ラ
ル
ル
ニ
付
大
阪
府
饗
饌
場
ニ
於
テ
饗
饌
ヲ

 

賜
ハ
ル
旨
宮
内
大
臣
ヨ
リ
御
召
状
授
与
セ
ラ
ル

昭
和
三
年
十
二
月
十
日
（
一
九
二
八
）

 
大
阪
市
北
区
堂
島
衛
生
組
合
組
長
佐
々
木
末
松
殿
ヨ
リ
本
組
合
役
員
ト
シ
テ

弐
十
年
以
上
ニ
達
ス
ル
ニ
ヨ
リ
御
大
礼
記
念
ト
シ
テ
表
彰
セ
ラ
ル
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昭
和
四
年
三
月
一
日
（
一
九
二
九
）

 

大
阪
軍
人
会
館
建
設
委
員
長
陸
軍
中
将
関
谷
連
三
殿
ヨ
リ
同
会
館
建
設
特
別

委
員
ニ
嘱
託
セ
ラ
ル

昭
和
四
年
六
月
十
日
（
一
九
二
九
）

 

国
産
振
興
博
覧
会
会
長
愛
知
県
知
事
小
幡
豊
治
殿
ヨ
リ
同
博
覧
会
ニ
尽
力
セ

シ
旨
ニ
ヨ
リ
感
謝
状
ヲ
受
ク

昭
和
四
年
六
月
廿
七
日
（
一
九
二
九
）

 

天
皇
陛
下
大
阪
行
幸
ニ
際
シ
天
覧
ニ
供
シ
大
阪
府
知
事
力
石
雄
一
郎
殿
ヨ
リ

記
念
状
授
与
セ
ラ
ル

昭
和
四
年
十
二
月
一
日
（
一
九
二
九
）

 

社
団
法
人
大
阪
実
業
協
会
々
長
関
一
殿
ヨ
リ
相
談
役
嘱
託
セ
ラ
ル

【
9
ウ
】

昭
和
四
年
十
二
月
十
二
日
（
一
九
二
九
）

 

社
団
法
人
大
阪
実
業
協
会
々
長
関
一
殿
ヨ
リ
明
治
三
十
六
年
本
会
創
設
以
来

理
事
ト
シ
テ
二
十
有
余
年
ノ
功
労
ニ
対
シ
記
念
品
ヲ
呈
シ
感
状
ヲ
受
ク

昭
和
七
年
十
一
月
一
日
（
一
九
三
二
）

 

陸
軍
特
別
大
演
習
終
了
ノ
後
大
阪
市
歩
兵
第
八
聯
隊
営
内
賜
饌
場
ニ
テ

 

御
賜
饌
ヲ
可
被
召
旨
宮
内
大
臣
ヨ
リ
御
召
状
ヲ
賜
フ

昭
和
七
年
十
一
月
十
八
日
（
一
九
三
二
）

 

陸
軍
特
別
大
演
習
ニ
際
シ
行
在
所
ニ
於
テ
天
覧
ニ
供
セ
シ
ニ
依
リ

 

大
阪
府
知
事
縣
忍
殿
ヨ
リ
記
念
状
ヲ
授
与
セ
ラ
ル

昭
和
八
年
六
月
十
日
（
一
九
三
三
）

 

社
団
法
人
大
阪
出
品
協
会
々
長
稲
垣
勝
太
郎
殿
ヨ
リ
創
設
以
来
常
任
理
事
ト

シ
テ
任
務
シ
今
回
退
任
ニ
当
リ
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
記
念
品
ヲ
呈
シ
感
謝
ノ
意

ヲ
表
ス

昭
和
五
年
十
一
月
六
日
（
一
九
三
〇
）

 

大
阪
市
々
長
関
一
殿
衛
生
組
合
役
員
ト
シ
テ
十
年
以
上
在
職
感
謝
状

【
翻
刻
者
に
よ
る
追
記
】

昭
和
九
年
五
月
二
日
（
一
九
三
四
）

 

藪 

政
七
永
眠
（
八
十
二
歳
）

昭
和
十
六
年
二
月
十
九
日
（
一
九
四
一
）

 

藪 

恒
夫
永
眠
（
七
十
二
歳
）
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【
10
オ
】

 

光
栄

明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
四
日
（
一
八
九
八
）

明
治
天
皇
大
阪
城
御
駐
輦
中
天
覧
ニ
供
シ
御
買
上

 
 

内
部
蝶
一
萬
外
部
行
列
ノ
画
茶
碗 
壱
個

明
治
四
十
四
年
八
月
（
一
九
一
一
）

宮
内
省
御
買
上 

楓
ノ
画
八
寸
花
瓶 

壱
個

明
治
四
十
四
年
八
月
（
一
九
一
一
）

昭
憲
皇
太
后
陛
下
御
買
上 

香
炉 

壱
個

 
 

箱 

壱
個

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）　

於
大
正
博
覧
会

宮
内
省
御
買
上 

祇
園
祭
礼
鉾
ノ
図 

壱
個

大
正
五
年
十
一
月
（
一
九
一
六
）

【
10
ウ
】

宮
内
省
御
買
上 

士
農
工
商
ノ
画　

箱 

壱
個

 
 

外　

小
花
瓶 

六
対

大
正
二
年
六
月
十
七
日
（
一
九
一
三
）　

拓
殖
博
覧
会
ニ
テ

閑
院
宮
殿
下
ヘ
献
上 

外
菊
畑
ノ
画　

鉢　

密
画 

壱
個

大
正
七
年
七
月
（
一
九
一
八
）　

大
阪
府
ヨ
リ

英
国
コ
ン
ノ
ー
ト
殿
下
ヘ
献
上 

牡
丹
画　

花
瓶 

壱
個

大
正
十
一
年
二
月
（
一
九
二
二
）　

大
阪
府
ヨ
リ

仏
国
使
節
ジ
ョフ
ル
元
帥
ヘ
贈
呈 

鶉
摘
長
方
形
香
炉 

壱
個

大
正
十
三
年
十
一
月
（
一
九
二
四
）　

赤
十
字
大
阪
支
社
ヨ
リ

閑
院
宮
殿
下
ヘ
献
上 

藤
ノ
画
コ
ー
ヒ
碗
半
打 

壱
組

大
正
十
四
年
五
月
十
九
日
（
一
九
二
五
）

【
11
オ
】

摂
政
宮
殿
下
御
買
上 

藤
ノ
画
コ
ー
ヒ
碗
半
打 

壱
組

【
裏
表
紙
】

 

記
載
事
項
な
し

写真④
「明山藪政七履歴書」に附属する光栄録の冒頭

部分（十丁表）（大阪歴史博物館蔵）
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